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代表質問（要旨）

議
員　

霞
ケ
浦
の
水
質
は
、
森
林
湖

沼
環
境
税
導
入
前
に
比
べ
改
善
し
て

き
て
い
る
と
は
い
え
、
夏
に
は
ア
オ

コ
が
発
生
し
悪
臭
を
放
つ
な
ど
、
目

に
見
え
る
改
善
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

税
導
入
後
の
五
年
間
の
成
果
と
、
継

続
し
た
場
合
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

知
事　

下
水
道
な
ど
へ
の
接
続
や
高

度
処
理
型
浄
化
槽
の
設
置
補
助
な
ど

の
点
源
対
策
、
農
地
か
ら
湖
内
へ
の

流
入
負
荷
削
減
な
ど
の
面
源
対
策
、

霞
ケ
浦
湖
上
体
験
ス
ク
ー
ル
な
ど
の

県
民
意
識
醸
成
を
実
施
し
て
き
た
。

今
後
の
取
り
組
み
は
、
税
活
用
事
業

の
議
論
の
中
で
検
討
を
進
め
て
い
く
。

 

県
南
地
域
の
活
性
化

議
員　

科
学
技
術
の
創
造
や
新
産
業

の
創
出
な
ど
、
県
南
地
域
の
活
性
化

は
、
本
県
発
展
の
た
め
に
極
め
て
重

要
な
役
割
を
担
う
。
つ
く
ば
国
際
戦

略
総
合
特
区
が
推
進
さ
れ
、
十
一
月

に
は
土
浦
・
石
岡
間
に
朝
日
ト
ン
ネ

ル
が
開
通
す
る
が
、
県
南
地
域
発
展

の
た
め
に
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

つ
く
ば
の
研
究
集
積
を
活
か

し
た
科
学
技
術
創
造
立
国
日
本
を
支

え
る
重
要
な
拠
点
づ
く
り
、
圏
央
道

を
活
用
し
た
企
業
誘
致
と
、
首
都
圏

の
一
大
食
料
供
給
基
地
づ
く
り
、
常

磐
線
東
京
駅
乗
り
入
れ
に
よ
る
東
京

圏
と
の
交
流
拡
大
な
ど
に
取
り
組
む
。

 

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

議
員　

イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
復
旧
が
着

実
に
進
め
ら
れ
る
一
方
、
依
然
と
し

て
震
災
や
原
発
事
故
の
影
響
を
受
け

て
い
る
方
々
も
多
い
。
知
事
は
、
不

退
転
の
覚
悟
で
震
災
復
興
に
取
り
組

む
べ
き
だ
が
、
任
期
中
最
後
と
な
る

来
年
度
予
算
編
成
に
ど
う
臨
む
の
か
。

知
事　

ま
ず
は
、
復
旧
・
復
興
を
最

優
先
と
し
、
一
日
も
早
く
元
気
な
本

県
の
姿
を
取
り
戻
す
と
と
も
に
、
防

災
体
制
の
強
化
な
ど
と
あ
わ
せ
、
県

民
が
、
質
の
高
い
生
活
環
境
の
も
と
、

安
全
、
安
心
、
快
適
に
暮
せ
る
「
生

活
大
県
づ
く
り
」
を
進
め
る
。

（
ほ
か
に
、
い
じ
め
問
題
へ
の
対
応
、

県
内
産
業
の
活
性
化
と
雇
用
対
策
な

ど
も
質
問
）

 

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
と
湿
地
の
保
全

議
員　

七
月
に
、
渡
良
瀬
遊
水
地
が

国
際
的
に
重
要
な
湿
地
と
し
て
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
※
に
登
録
さ
れ
た
。
潜

在
候
補
地
で
あ
る
霞
ケ
浦
、
北
浦
、

涸
沼
、
利
根
川
下
流
域
の
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
登
録
と
湿
地
の
保
全
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

知
事　

登
録
に
は
、
鳥
獣
保
護
法
な

ど
に
よ
る
湿
地
の
保
護
担
保
措
置
の

確
保
と
と
も
に
、
地
元
の
賛
意
が
不

可
欠
だ
が
、
カ
モ
類
に
よ
る
農
作
物

被
害
が
多
額
に
上
り
、
鳥
獣
保
護
区

の
指
定
な
ど
に
住
民
の
同
意
が
得
ら

れ
な
い
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。
登
録

趣
旨
な
ど
の
周
知
や
農
業
被
害
対
策

を
進
め
る
な
ど
住
民
の
理
解
を
得
ら

れ
る
よ
う
努
め
る
。

 

が
ん
対
策
の
今
後
の
進
め
方

議
員　

今
後
、
高
齢
化
が
進
行
す
る

こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
が
ん
の
罹
患

者
数
は
、
ま
す
ま
す
増
加
す
る
と
見

込
ま
れ
る
。
県
は
、
国
の
が
ん
対
策

推
進
基
本
計
画
を
も
と
に
、
が
ん
計

画
を
策
定
す
る
が
、
ど
の
よ
う
な
対

策
に
重
点
を
置
き
策
定
す
る
の
か
。

知
事　

が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
医
師
、
が
ん
専
門

看
護
師
、
薬
剤
師
な
ど
の
連
携
に
よ

る
チ
ー
ム
医
療
を
推
進
す
る
。
ま
た
、

が
ん
教
育
、
小
児
が
ん
対
策
、
が
ん

患
者
の
就
労
問
題
へ
の
対
策
も
十
分

に
議
論
し
計
画
を
策
定
す
る
。

議
員　

本
年
四
月
に
開
校
し
た
境
特

別
支
援
学
校
で
は
、
地
域
を
巻
き
込

ん
だ
教
育
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
外

部
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
は
重
要

で
就
労
意
欲
の
向
上
に
も
つ
な
が
る

と
期
待
し
て
い
る
。
特
別
支
援
学
校

で
の
職
業
教
育
の
あ
り
方
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

児
童
生
徒
の
勤
労
観
、
職

業
観
を
育
て
る
教
育
が
重
要
で
あ
る
。

地
域
企
業
の
協
力
を
得
た
多
様
な
職

業
体
験
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後

も
地
域
社
会
や
企
業
な
ど
と
連
携
を

図
り
、
生
徒
の
特
性
、
進
路
希
望
な

ど
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
職
業
教
育

に
努
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
財
政
運
営
の
見
通
し
、

圏
央
道
を
活
用
し
た
県
西
地
域
の
振

興
な
ど
も
質
問
）

 

防
災
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

議
員　

防
災
か
ら
復
興
に
至
る
す
べ

て
の
プ
ロ
セ
ス
で
女
性
は
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。
女
性
が
主
体

者
と
な
っ
て
積
極
的
に
活
躍
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
が
、

防
災
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
を
ど

う
推
進
し
て
い
く
の
か
。

知
事　

大
震
災
の
経
験
か
ら
も
避
難

所
運
営
な
ど
で
の
女
性
の
視
点
は
大

切
な
要
素
と
認
識
し
て
い
る
。
県
防

災
会
議
に
女
性
委
員
を
増
や
せ
る
よ

う
条
例
の
改
正
を
十
二
月
議
会
に
提

案
し
て
い
く
。
ま
た
、
女
性
消
防
団

の
結
成
と
団
員
の
確
保
や
、
自
主
防

災
組
織
、
防
火
ク
ラ
ブ
へ
の
女
性
参

画
を
促
進
し
、
積
極
的
な
活
用
を
市

町
村
へ
働
き
か
け
て
い
く
。

 

生
物
多
様
性
地
域
戦
略
の
策
定

議
員　

地
球
温
暖
化
の
防
止
と
、
生

物
多
様
性
の
保
全
は
地
球
的
な
課
題

で
あ
る
。
生
物
多
様
性
を
守
り
、
持

続
的
に
活
用
し
て
い
く
と
と
も
に
、

県
民
に
対
し
て
具
体
的
な
対
策
・
対

応
を
示
す
た
め
、
生
物
多
様
性
地
域

戦
略
の
策
定
が
必
要
で
は
な
い
か
。

知
事　

生
物
多
様
性
の
保
全
に
は
、

県
民
や
事
業
者
な
ど
、
様
々
な
主
体

の
参
画
・
連
携
が
重
要
で
あ
る
。
第

三
次
県
環
境
基
本
計
画
に
お
い
て
基

本
方
針
を
明
確
に
示
し
、
そ
の
上
で

具
体
的
な
目
標
・
施
策
を
盛
り
込
ん

だ
地
域
戦
略
を
策
定
す
る
。

 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進

議
員　

効
率
よ
く
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
導
入
す
る
た
め
に
は
地
域
特

性
に
応
じ
た
計
画
が
不
可
欠
で
あ
る
。

地
産
地
消
の
観
点
を
踏
ま
え
、
地
域

資
源
を
循
環
さ
せ
た
持
続
可
能
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
が
必
要
で
は
。

知
事　

県
有
施
設
へ
の
導
入
に
積
極

的
に
取
り
組
む
ほ
か
、
発
電
事
業
に

参
入
し
よ
う
と
す
る
民
間
事
業
者
へ

の
情
報
提
供
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

年
度
内
に
策
定
す
る
新
た
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
プ
ラ
ン
に
、
太
陽
光
、
風
力
、

バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
導
入
目
標
を
掲

げ
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

促
進
を
図
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
県
民
の
健
康
づ
く
り
、
県

相
談
体
制
の
見
直
し
な
ど
も
質
問
）

青山　大人 議員
民 　 主 　 党
土 浦 市 選 出  
分割方式

田村　けい子 議員
公 　 明 　 党
つくば市選出
分割方式

江田　隆記 議員
自民県政クラブ
古 河 市 選 出  
分割方式

　

七
月
二
十
三
日
の
委
員
会
（
西
條
昌
良
委
員
長
）
で
は
、
交
流
の
拡
大
に
向
け

た
取
り
組
み
を
テ
ー
マ
に
、
県
土
の
発
展
を
支
え
る
基
盤
の
整
備
や
広
域
的
な
観

光
の
振
興
な
ど
に
よ
る
元
気
な
い
ば
ら
き
づ
く
り
に
関
し
、
執
行
部
か
ら
説
明
聴

取
を
行
い
、
茨
城
空
港
利
用
者
の
県
内
周
遊
を
考
え
た
取
り
組
み
や
本
県
の
魅
力

向
上
に
つ
な
が
る
情
報
発
信
な
ど
に
つ
い
て
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
九
月
二
十
七
日
の
委
員
会
で
は
、
企
業
誘
致
に
向
け
た
広
域
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
や
人
材
の
育
成
・
確
保
、
及
び
中
小
企
業
の
成
長
分
野
進
出
に

対
す
る
支
援
と
し
て
、
技
術
力
の
向
上
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
育
成
、
大
手
企
業

と
の
交
流
促
進
な
ど
、
本
県
産
業
の
活
力
を
一
層
高
め
る
た
め
の
施
策
展
開
に
つ

い
て
、
調
査
、
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
復
興
・
元
気
な
い
ば
ら
き
づ
く
り

調
査
特
別
委
員
会

特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
職
業
教

育
の
あ
り
方

森
林
湖
沼
環
境
税
の
導
入
成
果
と

今
後
の
取
り
組
み

※【ラムサール条約】…特に水鳥の生息地等として国際的に重要な湿地及びそこに生息・生育する動植物の保全を促進することを目的とする。湿地の保全及び賢明な利用促進のために各締約国
がとるべき措置等が規定されている。1971年にイランのラムサールにおいて条約が採択された。2012年7月現在、締約国162か国、登録湿地数2,040か所。

ことば

 

「
企
業
誘
致
の
取
り
組
み
」
及
び
「
中
小
企
業
の
成
長
分
野

進
出
の
取
り
組
み
」
の
推
進
方
策
な
ど
に
つ
い
て
議
論

朝日峠展望公園から見た筑波山（土浦市）

活躍が期待される女性消防団

ラムサール条約に登録された渡良瀬遊水地


